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女性職員の活躍の推進に関する特定事業主行動計画 
 

平成 28 年 3 月 31 日策定 

令和 3年 3月 31 日改正 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性職員の活躍の推進に関する特定事業主行動計画（以下「本計画」という。）は、女性の職業生活にお

ける活躍を推進するため、女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（平成 27年法律第 64号。以下

「法」という。）第 19 条に基づき、特定事業主である八戸市長、八戸市立市民病院事業管理者、八戸市交通

部八戸市長、八戸市議会議長、八戸市教育委員会、八戸市農業委員会、八戸市選挙管理委員会、八戸市代表

監査委員、八戸地域広域市町村圏事務組合管理者及び八戸地域広域市町村圏事務組合消防本部消防長が策定

する特定事業主行動計画です。 

 

 

１ 計画期間 
  令和３年４月１日から令和８年３月３１日までの５年間 

 

 

２ 女性職員の活躍の推進に向けた体制整備等 

   組織全体で継続的に女性職員の活躍を推進するため、本計画の策定・変更、本計画に基づく取り組みを

進め、実施状況・数値目標の達成状況の点検・評価等を実施し、必要に応じて特定事業主間で協議等を行

い、取り組み内容の見直しなどを行います。 

 

 

３ 女性の職業生活における活躍に関する状況の把握 

法第 19 条第 3 項及び女性の職業生活における活躍の推進に関する法律に基づく特定事業主行動計画の

策定等に係る内閣府令（平成 27 年内閣府令第 61号）第 2条に基づき、女性職員の職業生活における活躍

に関する状況を把握しました。 

 

 

 

八 戸 市 長 ・ 八 戸 市 立 市 民 病 院 事 業 管 理 者  
八 戸 市 交 通 部 八 戸 市 長 ・ 八 戸 市 議 会 議 長  
八 戸 市 教 育 委 員 会 ・ 八 戸 市 農 業 委 員 会  
八 戸 市 選 挙 管 理 委 員 会 ・ 八 戸 市 代 表 監 査 委 員  
八 戸 地 域 広 域 市 町 村 圏 事 務 組 合 管 理 者 
八戸地域広域市町村圏事務組合消防本部消防長  
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（１）採用した職員に占める女性職員の割合（令和２年４月１日採用） 

H27.4.1 H28.4.1 H29.4.1 H30.4.1 H31.4.1 R2.4.1 

54.9% 57.2% 51.8% 61.2% 60.8% 62.4% 

 

（２）平均した継続勤務年数の男女の差異（令和２年４月 1日現在） 

女性 男性 差（女性－男性） 

11.4 年 15.3 年 △3.9 年 

 

（３）職員一人当たりの各月ごとの正規の勤務時間を超えて命じられて勤務した平均時間数 

（令和元年度） 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

16.1 時間 20.3 時間 14.0 時間 14.1 時間 11.8 時間 14.4 時間 

10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

16.5 時間 13.7 時間 12.9 時間 16.0 時間 15.8 時間 14.6 時間 

 

※計画策定時（平成 26 年度） 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

24.3 時間 24.3 時間 20.4 時間 20.9 時間 19.0 時間 23.0 時間 

10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

23.2 時間 23.0 時間 23.2 時間 23.7 時間 20.2 時間 22.6 時間 

 

（４）管理的地位にある職員に占める女性職員の割合（令和２年４月１日現在）  

H27.4.1 H28.4.1 H29.4.1 H30.4.1 H31.4.1 R2.4.1 

13.8% 14.5% 13.4% 15.4% 14.4% 13.4% 

 

（５）各役職段階に占める女性職員の割合及びその伸び率 

各役職段階 H27.4.1 H28.4.1 H29.4.1 H30.4.1 H31.4.1 R2.4.1 
伸び率 

（R2-H27） 

部・次長級 12.3% 13.0% 10.1% 11.8% 13.3% 9.7% △2.6 ﾎﾟｲﾝﾄ 

課長級 14.4% 15.3% 15.0% 17.0% 14.9% 14.8%  0.5 ﾎﾟｲﾝﾄ 

課長補佐級 24.4% 26.4% 30.9% 30.3% 31.7% 30.2%  5.8 ﾎﾟｲﾝﾄ 

班長級 41.3% 42.4% 41.4% 40.4% 41.0% 39.5% △1.8 ﾎﾟｲﾝﾄ 

計 26.8% 28.5% 29.2% 29.4% 29.6% 28.2%  1.4 ﾎﾟｲﾝﾄ 

 

（６）年次有給休暇の平均取得日数 

H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 R 元年度 

8.9 日 8.8 日 9.2 日 9.5 日 9.9 日 10.4 日 
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（７）男女別の育児休業取得率及び平均取得期間並びに男女別の育児休業の取得期間の分布状況 

【育児休業取得率】 

  H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 R 元年度 

男性 1.1% 2.7% 0.0% 0.0% 2.3% 8.2% 

女性 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

 

【令和元年度 育児休業取得期間の分布状況】 

  1 ヶ月未満 
1 ヶ月以上 

3 か月未満 

3 ヶ月以上 

6 か月未満 

6 ヶ月以上 

1 年未満 
１年以上 

男性 40.0% 20.0% 20.0% 20.0% 0.0% 

女性 0.0% 1.9% 0.0% 39.6% 58.5% 

 

（８）男性職員の配偶者出産休暇及び育児参加休暇の取得率及び平均取得日数及びそれぞれの休暇の合計取

得日数の分布状況 

 【①男性職員の配偶者出産休暇取得率】 目標：「令和２年度までに 100％にする」 

H26 年度 

（目標設定時） 
H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 R 元年度 

71.3% 82.7% 77.0% 80.6% 80.7% 91.8% 

 

 【②男性職員の育児参加休暇取得率】 目標：「令和２年度までに 50％以上にする」 

H26 年度 

（目標設定時） 
H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 R 元年度 

11.5% 14.7% 51.4% 55.6% 67.0% 83.6% 

 

 【③男性職員の配偶者出産休暇・育児参加休暇の取得日数の分布状況】 

※配偶者出産休暇（３日）、育児参加休暇（５日）の最大８日取得可能 

R 元年度 

5 日未満 5 日以上 

39.3% 60.7% 

 

（９）セクシュアル・ハラスメント等対策の整備状況 

○ 平成 29 年 4 月に、これまでの「八戸市セクシュアル・ハラスメントの防止等に関する要綱」をセ

クハラ以外のハラスメントにも対応できるよう内容を見直し、「八戸市ハラスメントの防止等に関す

る要綱」へ改正するとともに、セクハラ防止指針、パワハラ防止指針、マタハラ防止指針について定

めました。 
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  ○ 職員からのハラスメントについての苦情や相談に対応するため、職員の中からハラスメント相談員

を選出しており、ハラスメント相談員が適切な対応をとれるように、苦情相談処理の流れやハラスメ

ントに関する苦情相談に対応する場合の指針を作成して相談体制を整備しています。 

○ 以上の要綱・指針等について、被害防止の観点から、メールや庁内ネットワークを活用し、職員へ

制度の周知をしています。 
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４ 「女性の職業生活における活躍に関する職員の意識調査」(アンケート)実施結果の概要に

ついて 

    

女性の職業生活における活躍に関する職員の意識を把握するため、全職員を対象にアンケート調査を

行いました。 

 

【調査概要】 対象者数：2,693 人 ／ 回答者数：1,797 人 ／ 回答率：67% 

 【 用 語 】 ・本庁…八戸市長、八戸市議会議長、八戸市教育委員会、八戸市農業委員会、 

八戸市選挙管理委員会、八戸市代表監査委員、八戸地域広域市町村圏事務組合管理者 

・交通…八戸市交通部 

・病院…八戸市立市民病院事業管理者 

・消防…八戸地域広域市町村圏事務組合消防本部消防長 

 

(1) 問：あなたの職場は時間外勤務が多いと思いますか。 

 

全体では、「多いと思う」「どちらかといえば多いと思う」の合計（Ａ）54.7％に対し、「多いと思わな

い」「どちらかといえば多いと思わない」の合計（Ｂ）45%の方がやや少ない。なお、所属別にみると、本

庁では、Ａ：45.1％に対し、Ｂ：54.9％、病院では、Ａ：74.1％に対し、Ｂ：24.8％などとなっており、

所属よって差異がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①多いと

思う

23.0%

②どちらかといえ

ば多いと思う

31.7%

③どちらか

といえば多

いと思わな

い

23.5%

④多いと

思わない

21.5%

無回答

0.3%全体

①多い

と思う

18.2%

②どちらか

といえば多

いと思う

26.9%

③どちら

かといえ

ば多いと

思わない

26.3%

④多いと思わな

い

28.6%

本庁

①多いと

思う

37.6%

②どちら

かといえ

ば多いと

思う

36.5%

③どちらかと

いえば多いと

思わない

16.2%

④多いと

思わない

8.6%

無回答

1.1%

病院

①多いと

思う

17.7%

②どちらかといえ

ば多いと思う

38.2%

③どちら

かといえ

ば多いと

思わない

28.4%

④多いと

思わない

15.7%

消防

①多いと思う

20%

②どちらか

といえば多

いと思う

17%③どちらか

といえば多

いと思わな

い

24%

④多いと思

わない

39%

交通
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(2) 問：時間外勤務の縮減について、どのような取り組みが効果的だと思いますか。 

 

「業務の廃止を含めた見直しや簡素化、効率化」が最も多くなっており、次に「課内・グループ内の業務

量の平準化（事務分担の見直し）」が多い。「時間外勤務を減らす職場全体の雰囲気づくり」や「管理職の意

識改革」の件数も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 問：あなたの職場は年次休暇が取得しやすい職場だと思いますか。 

 

全体では、「取得しやすいと思う」「どちらかといえば取得しやすいと思う」の合計（Ａ）62.9%に対し、

「取得しづらいと思う」「どちらかという取得しづらいと思う」の合計（Ｂ）36.8％の方が少ない。なお、

所属別では、本庁はＡ：84.8％に対し、Ｂ：15.2％、病院はＡ：42.2％に対し、Ｂ： 57.1％、消防はＡ：

36.8％に対し、Ｂ：63.2％となどとなっており、所属によって差異がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①取得しや

すいと思う

29.0%

②どちらかといえば取

得しやすいと思う

33.9%

③どちらかといえば

取得しづらいと思う

17.7%

④取得しづらいと思う

19.1%

無回答

0.2%
無効回答

0.1%全体 

①取得し

やすいと

思う

14.1%

②どちらかとい

えば取得しやす

いと思う

28.1%
③どちらかといえば取得し

づらいと思う

24.1%

④取得しづら

いと思う

33.0%

無回答

0.7%
病院 ①取得しや

すいと思う

10.8%

②どちらかと

いえば取得し

やすいと思う

26.0%
③どちらかと

いえば取得し

づらいと思う

27.7%

④取得しづら

いと思う

35.5%

消防

①取得しや

すいと思う

43.5%②どちらか

といえば取

得しやすい

と思う

41.3%

③どちらか

といえば取

得しづらい

と思う

10.0%

④取得しづ

らいと思う

5.2%

本庁

402 
240 

733 
603 

358 
104 

226 
116 

76 
125 

153 
944 

118 
170 

12 

0 200 400 600 800 1,000

①管理職の意識改革
②管理職以外の職員の意識改革

③課内・グループ内の業務量の平準化(事務分担の見直し)
④時間外勤務を減らす職場全体の雰囲気づくり

⑤上司による部下の業務の進捗状況の把握と適切な指導
⑥ノー残業デーの徹底

⑦上司が率先して退庁すること
⑧上司からの声がけ

⑨人事担当課からの指導
⑩時間を有効に活用するためのスキルを学ぶ研修の実施

⑪RPAやICTの導入による業務効率化
⑫業務の廃止を含めた見直しや簡素化、効率化

⑬時差出勤、テレワークの継続・促進
⑭その他

無回答

全体

①取得しや

すいと思う

33%

②どちらかと

いえば取得し

やすいと思う

36%

③どちらかと

いえば取得し

づらいと思う

22%

④取得し

づらいと

思う 9%

交通
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(4) 問：年次休暇の取得促進について、どのような取り組みが効果的だと思いますか。 

 

「年次休暇所得を促進する職場全体の雰囲気づくり」が最も多く、続いて「業務の廃止を含めた見直し

や簡素化、効率化」「課内・グループ内の業務量の平準化（事務分担の見直し）」「管理職の意識改革」が多

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 問：【配偶者出産休暇、育児参加休暇、育児休業を取得したことがある男性】取得する際に気になっ

たことや感想を教えてください。 

 

① 配偶者出産休暇：「子育ての大変さと喜びを実感した」が最も多いが、「同僚にも配偶者出産休暇の取

得を勧めたいと思った」「子育てに対する意識が向上した」も同程度の件数となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

411 
150 

451 
962 

192 
275 
285 

127 
53 

81 
476 

305 
312 

89 
186 

10 

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000

①管理職の意識改革
②管理職以外の職員の意識改革

③課内・グループ内の業務量の平準化(事務分担の見直し)
④年次休暇取得を促進する職場全体の雰囲気づくり

⑤上司による部下の業務の進捗状況の把握と適切な指導
⑥上司の積極的な年次休暇取得

⑦上司からの声がけ
⑧人事担当課からの指導

⑨時間を有効に活用するためのスキルを学ぶ研修の実施
⑩RPAやICTの導入による業務効率化

⑪業務の廃止を含めた見直しや簡素化、効率化
⑫GW期間、夏季等における連続休暇の取得促進

⑬年次休暇取得予定表等による職場内のスケジュール共有
⑭所属長等による職場の業務予定の早期周知

⑮その他
無回答

全体

222

233

216

93

32

0

0

35

2

0 50 100 150 200 250

①同僚にも配偶者出産休暇の取得を勧めたいと思った

②子育ての大変さと喜びを実感した

③子育てに対する意識が向上した

④自分が担当している業務に支障が出るのではないかと不安だった

⑤自分に育児ができるか不安だった

⑥子育てから得られたものは少なかった

⑦配偶者出産休暇はもう取りたくない

⑧その他

無回答

全体：①配偶者出産休暇
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② 育児参加休暇：配偶者出産休暇とほほ同じ結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 育児休業：「同僚にも育児休業の取得を勧めたいと思った」が最も多く、続いて「子育ての大変さと

喜びを実感した」「子育てに対する意識が向上した」が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 問：【配偶者出産休暇、育児参加休暇、育児休業を取得したことがない男性】配偶者出産休暇を取得

しなかった又はできなかった理由を教えてください。 

① 配偶者出産休暇：「制度や手続き方法について知らなかったため」が最も多く、次に「職場に負担や迷

惑をかけるのではないかと思ったため」が多く、続いて「自分以外に育児をする人

がいる等取得する必要がなかったため」「業務が繁忙であったため」「職場が取得し

にくい雰囲気だったため」が同程度の件数で多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

93

106

95

38
10

0

0
14

9

0 20 40 60 80 100 120

①同僚にも育児参加休暇の取得を勧めたいと思った

②子育ての大変さと喜びを実感した

③子育てに対する意識が向上した

④自分が担当している業務に支障が出るのではないかと不安だった

⑤自分に育児ができるか不安だった

⑥子育てから得られたものは少なかった

⑦育児参加休暇はもう取りたくない

⑧その他

無回答

全体：②育児参加休暇

14
12

9
6

0
0
0

2
1

3
3

1

0 5 10 15

①同僚にも育児休業の取得を勧めたいと思った

②子育ての大変さと喜びを実感した

③子育てに対する意識が向上した

④自分が担当している業務に支障が出るのではないかと不安だった

⑤自分に育児ができるか不安だった

⑥子育てから得られたものは少なかった

⑦育児休業はもう取りたくない

⑧復帰後職場や仕事の変化に対応できるかどうか不安だった

⑨昇任等に差がつくのではないかと不安だった

⑩収入が減ることが不安だった

⑪その他

無回答

全体：③育児休業

84
56

7
67

52
52

0
1

8
1

37
21

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

①制度や手続き方法について知らなかったため

②自分以外に育児をする人がいる等取得する必要がなかったため

③仕事にやりがいを感じていたため

④職場に負担や迷惑をかけるのではないかと思ったため

⑤業務が繁忙であったため

⑥職場が取得しにくい雰囲気だったため

⑦配偶者や家族からの反対があったため

⑧育児参加したくなかったため

⑨休んでもやることがなかったため

⑩自分に育児ができるか不安だったため

⑪その他

無回答

全体：①配偶者出産休暇
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② 育児参加休暇：「制度がなかったため（平成 21年 4 月創設）」を除くと、「制度や手続き方法について

知らなかったため」が最も多く、続いて「職場に負担や迷惑をかけるのではないかと思

ったため」「自分以外に育児をする人がいる等取得する必要がなかったため」が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 育児休業：「自分以外に育児をする人がいる等取得する必要がなかったため」が最も多く、続いて「職

場に負担や迷惑をかけるのではないかと思ったため」「制度や手続き方法について知らなか

ったため」が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 問：配偶者出産休暇・育児参加休暇・男性の育児休業の取得を促進するために今後どのような取組が

必要だと思いますか。 

  「上司や同僚など職場の理解を高める」が最も多く、続いて「所属における業務遂行体制や事務分担の

見直し・工夫」「上司の積極的な働きかけ」が多い。  

112
93

7
99

68
76

1
1

9
150

3
34

60

0 50 100 150 200

①制度や手続き方法について知らなかったため

②自分以外に育児をする人がいる等取得する必要がなかったため

③仕事にやりがいを感じていたため

④職場に負担や迷惑をかけるのではないかと思ったため

⑤業務が繁忙であったため

⑥職場が取得しにくい雰囲気だったため

⑦配偶者や家族からの反対があったため

⑧育児参加したくなかったため

⑨休んでもやることがなかったため

⑩制度がなかったため（平成21年4月創設）

⑪自分に育児ができるか不安だったため

⑫その他

無回答

全体：②育児参加休暇

154
195

10
168

103
22

4
2

19
2

12
72

113
50

114

0 50 100 150 200 250

①制度や手続き方法について知らなかったため

②自分以外に育児をする人がいる等取得する必要がなかったため

③仕事にやりがいを感じていたため

④職場に負担や迷惑をかけるのではないかと思ったため

⑤業務が繁忙であったため

⑥昇任等に影響すると思ったため

⑦配偶者や家族からの反対があったため

⑧育児参加したくなかったため

⑨休んでもやることがなかったため

⑩自分に育児ができるか不安だったため

⑪復帰後に職場や仕事の変化に対応できなくなると思ったため

⑫収入が減るため

⑬職場が取得しにくい雰囲気だったため

⑭その他

無回答

全体：③育児休業

929 
612 

994 
315 

165 
176 

137 
467 

353 
117 

43 

0 200 400 600 800 1,000

①所属における業務遂行体制や事務分担の見直し・工夫

②上司の積極的な働きかけ

③上司や同僚など職場の理解を高める

④制度内容に関する情報提供

⑤経験者の体験談等の情報提供

⑥育児休業中における業務に関する情報提供

⑦復帰時の研修等の支援

⑧育休中の経済的支援の拡大

⑨人事担当課からの取得勧奨

⑩その他

無回答

全体
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(8) 問：女性職員の管理職登用を進めることについてどう思いますか。 

「男女問わず能力に応じて進めるべき」が全体で 82.3％と多い。 

※男女別でみても男性 80.5％、女性 85.9％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(9) 問：当市における管理職への登用について男女差があると思いますか。 

「差があるとは思わない」（Ａ）43.5％に対し、「男性の方が有利だと思う」「男性の方がやや有利だと思

う」の合計（Ｂ）が 52.3％とやや多い。 

※男女別でも、男性Ａ：42.0％に対し、Ｂ：53.8％、女性Ａ：45.8％に対し、Ｂ：49.8％となっており、

いずれもＢがやや多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(10) 問：あなたは事務分担において性別による偏りがあると思いますか。 

「あると思う」「どちらかといえばあると思う」の合計（Ａ）51.6％に対し、「ないと思う」「どちらか

といえばないと思う」の合計（Ｂ）は 47.5％と同程度となっている。 

※男女別では、男性Ａ：57.6％に対し、Ｂ：42.0％、一方、女性Ａ：41.0％に対し、Ｂ：57.4％となって

おり、男女別では差異がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

  

①積極的

に進める

べき

15.4%

②男女問わず

能力に応じて

進めるべき

82.3%

③あまり

進めるべ

きではな

い

1.6%

④進める

べきでは

ない

0.7%

全体

①男性の方

が有利だと

思う

17.1%

②男性の方がや

や有利だと思う

35.2%
③女性の

方がやや

有利だと

思う

2.1%

④女性の

方が有利

だと思う

1.1%

⑤差があ

るとは思

わない

43.5%

無回答

1.0%

全体

①ある

と思う

19.0%

②どちらか

といえばあ

ると思う

32.6%

③どちらか

といえばな

いと思う

26.4%

④ない

と思う

21.1%

その他（わからない）

0.1%
無回答

0.8%

全体
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(11) 問：あなたは管理職に就くことを希望しますか。 

全体で、「希望する」「どちらかといえば希望する」の合計（Ａ）が 24.2％に対し、「希望しない」「どち

らかといえば希望しない」の合計（Ｂ）が 55.2％となっており、差が大きい。 

男女別では、男性はＡ：35.1％、Ｂ：40.7％と差が僅かであるが、女性は、Ａ：7.0％、Ｂ：78.2％と

管理職を希望する女性の割合が非常に少ない。所属別でみても、本庁女性ではＡ：9.3％、病院女性では

Ａ：4.2％と低い割合となっている。 

また、Ａに「どちらでもよい」を加えた合計（Ｃ）は、全体 44.3％、男性 59.1％、女性 20.8％となっ

ている。                                     （単位：％） 

項 目 
全 体 本 庁 病 院 

男性 女性 計 男性 女性 計 男性 女性 計 

①希望する 15.8 1.9 10.4 16.9 2.8 11.5 13.1 1.2 4.2 

②どちらかといえば希望する 19.3 5.1 13.8 17.8 6.5 13.5 16.7 3.0 6.4 

③どちらかといえば希望しない 19.1 25.5 21.6 18.8 26.5 21.8 18.4 25.1 23.5 

④希望しない 21.6 52.7 33.6 20.7 49.7 31.7 28.1 55.6 48.7 

⑤どちらでもよい 24.0 13.8 20.1 25.8 14.5 21.5 23.7 13.0 15.7 

無回答 0.2 1.0 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 2.1 1.5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

174 

213 

210 

238 

264 

2 

13 

35 

177 

366 

96 

7 

0 50 100 150 200 250 300 350 400

①希望する

②どちらかといえば希望する

③どちらかといえば希望しない

④希望しない

⑤どちらでもよい

無回答

全体 男 女

15

19

21

32

27

0

4

10

85

188

44

7

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

①希望する

②どちらかといえば希望する

③どちらかといえば希望しない

④希望しない

⑤どちらでもよい

無回答

病院 男 女

80

84

89

98

122

0

8

19

77

144

42

0

0 20 40 60 80 100 120 140 160

①希望する

②どちらかといえば希望する

③どちらかといえば希望しない

④希望しない

⑤どちらでもよい

無回答

本庁 男 女
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(11)-2 問：(11)で「希望する」「どちらかといえば希望する」を選択した方に伺います】その理由を教

えてください。  

 

全体では、「やりがいのある仕事ができるため」が最も多く、続いて「給与があがるため」「自分の能力

を活かすことができるため」が多くなっている。男女別にみてもほぼ同様の結果である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

177

236

197

45

20

30

21

3

0 50 100 150 200 250

①自分の能力を活かすことができるため

②やりがいのある仕事ができるため

③給与があがるため

④そのポストに目標となる人がいるため

⑤家族から期待されているため

⑥特に理由はない

⑦その他

無回答

全体：男性

18

29

14

10

2

3

8

0

0 5 10 15 20 25 30 35

①自分の能力を活かすことができるため

②やりがいのある仕事ができるため

③給与があがるため

④そのポストに目標となる人がいるため

⑤家族から期待されているため

⑥特に理由はない

⑦その他

無回答

全体：女性

195

265

211

55

22

33

29

3

0 50 100 150 200 250 300

①自分の能力を活かすことができるため

②やりがいのある仕事ができるため

③給与があがるため

④そのポストに目標となる人がいるため

⑤家族から期待されているため

⑥特に理由はない

⑦その他

無回答

全体
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(11)-3 問：(11)で「希望しない」又は「どちらかといえば希望しない」を選択した方に伺います】その

理由を教えてください。 

 

全体では「自分の能力や資質に自信がないため」が最も多く、続いて「責任が重くなるため」「魅力

やメリットがない又は低いため」が多い。男女別にみてもほぼ同様の結果であったが、女性では「仕事

と家庭の両立が困難」との回答も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

443
239

409
183

264
11

558
4

45
46

17

0 100 200 300 400 500 600

①責任が重くなるため

②やるべき仕事が増えるため

③魅力やメリットがない又は低いため

④給与等の処遇に見合わないため

⑤仕事と家庭の両立が困難なため

⑥家族等の周囲の理解が得られないため

⑦自分の能力や資質に自信がないため

⑧まわりに同性の管理職がいないため

⑨特に理由はない

⑩その他

無回答

全体

189
68

193
97

69
7

241
0

39
27

11

0 50 100 150 200 250 300

①責任が重くなるため

②やるべき仕事が増えるため

③魅力やメリットがない又は低いため

④給与等の処遇に見合わないため

⑤仕事と家庭の両立が困難なため

⑥家族等の周囲の理解が得られないため

⑦自分の能力や資質に自信がないため

⑧まわりに同性の管理職がいないため

⑨特に理由はない

⑩その他

無回答

全体：男性

254

171

216

86

195

5

317

4

6

19

6

0 50 100 150 200 250 300 350

①責任が重くなるため

②やるべき仕事が増えるため

③魅力やメリットがない又は低いため

④給与等の処遇に見合わないため

⑤仕事と家庭の両立が困難なため

⑥家族等の周囲の理解が得られないため

⑦自分の能力や資質に自信がないため

⑧まわりに同性の管理職がいないため

⑨特に理由はない

⑩その他

無回答

全体：女性
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(12) 問：あなたは八戸市ハラスメントの防止等に関する要綱に基づき、ハラスメント相談員が設置され

ていることを知っていますか。 

「知っている」が全体で 74.7％となっているが、所属別では、病院が「知っている」が 20.2％と割合

が低い。 

①知っ

ている

74.7%

②知ら

ない

24.6%

無回答

0.3%
無効回

答

0.4%

全体

①知っ

ている

81.8%

②知ら

ない

18.1%

無回答

0.1%本庁

①知っ

ている

50.2%

②知ら

ない

48.9%

無回答

0.7%
無効回

答

0.2%

病院

①知っ

ている

91.8%

②知ら

ない

6.5%

無回答

0.2% 無効回答

1.5%

消防

①知っ

ている

93%

②知ら

ない

7%

無回答

0% 無効回

答

0%

交通
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５ 女性の職業生活における活躍に関する状況の把握及び意識調査 分析結果 

 

（１） 時間外勤務の縮減 

  職員一人当たりの時間外勤務時間は、計画策定時の平成 26 年度と令和元年度を比べると、令和元年

度が少ない状況です。 

  意識調査では、時間外勤務が多いと思う（「どちらかといえば多いと思う）を含む）という回答が、

所属別では差異があるものの、全体の割合でみると半数を超えている状況です。 

  時間外勤務の縮減に向けての取り組みについては、業務の改革や業務の平準化、時間外勤務を減らす

職場全体の雰囲気づくりが多くを占めていますが、その他に、管理職及びその他職員の意識改革、上司

による部下の業務進捗状況の把握と適切な指導などの回答も一定数あったことから、時間外勤務の縮減

を今後も進めていくため、業務の改革とともに、意識の改革を含め、時間外勤務を減らす職場の雰囲気

を醸成する必要があると考えます。 

 

（２） 年次有給休暇の取得促進 

  年次有給休暇の取得日数は増加傾向にあります。 

  意識調査では、年次有給休暇を取得しやすい（「どちらかといえば取得しやすいと思う」を含む）と

いう回答が、全体の割合でみると、約６割となっていますが、所属別でみると、取得しづらい（「どち

らかといえば取得しづらい）含む」が約６割となっている所属もあり、所属間で大きな差異がみられま

す。 

  年次有給休暇の取得促進に向けての取り組みについては、時間外勤務の縮減と同様に、業務の改革や

業務の平準化という回答が一定数ありますが、年次有給休暇取得を促進する職場全体の雰囲気づくりが

必要という回答が多くを占めていたことから、取得しやすい職場の雰囲気を醸成する必要があると考え

ます。 

 

（３） 男性職員の配偶者出産休暇、育児参加休暇、及び男性職員の育児休業取得の促進 

令和元年度において、育児参加休暇の取得率は、令和 2 年度までの目標値 50％に対し、83.6％とな

っており、目標値を大幅に超えており、配偶者出産休暇の取得率は、令和 2 年度までの目標値 100％に

対し、91.8％となっており、目標値 100％には達してはいないものの、取得率は年々向上しています。 

育児休業においても、徐々にではありますが取得者が増加傾向にあります。 

意識調査では、配偶者出産休暇・育児参加休暇・育児休暇のいずれかを取得できなかった理由として、

制度や手続き方法について知らなかった、自分以外に育児をする人がいる等取得する必要がなかった、

職場に負担や迷惑をかけるのではないかと思ったとの回答が多くを占めていました。 

配偶者出産休暇・育児参加休暇・育児休暇のいずれにおいても、いずれかを取得した際に気になった

ことについては、自分が担当している業務へ支障や育児への不安が挙げられていますが、取得した感想

としては、子育ての大変さと喜びを実感した、同僚にも配偶者出産休暇の取得を勧めたいと思った、子

育てに対する意識が向上した、という肯定的な回答の方が多数を占めていました。また、今後、当該休

暇・休業を取得したくないという回答はゼロでした。 

取得していない男性からは制度を知らなかった、業務への影響を懸念した、という回答が多かったこ

とから、制度内容についての周知を徹底するとともに、上司・同僚など職場内の理解を高め、互いにサ

ポートしあえるようにするため、事務分担の見直しや工夫が必要であると考えます。 



16 
 

（４） 女性職員の管理職への登用について 

管理職に占める女性職員の割合は横ばいとなっています。 

意識調査では、女性登用は男女問わず能力に応じて進めるべきとの回答が多いものの、管理職への登

用に関する男女差については、男性が有利との回答がやや多く、事務分担においては、性別による偏り

を半数以上が感じている状況でした。 

また、管理職へ就くことを希望する女性の割合は 6.9％となっており、男性の 35.1％に比べ低い状況

となっています。その理由として、自分の能力や資質に自信がないことや、責任が重くなることへの不

安や、管理職に就くことに魅力などを感じていないなど、個人の資質等を理由とするものが多くを占め

ていました。 

    また、管理職に必要な能力としては、管理・統率力、指導・育成力、判断・決断力の順で多いのに対

し、今後特に強化したいと思う能力は、知識・技術力、判断・決断力、表現力と、差異が見られました。 

自身の資質などを理由に、管理職へ就くことに消極的な傾向が見られることから、個人の資質向上の

ため、事務分担の偏りを解消しつつ、管理職として必要な能力の強化・育成に係る対策などが必要だと

考えます。 

 

（５） セクシュアル・ハラスメント等対策の整備状況の周知 

    八戸市ハラスメントの防止等に関する要綱に基づき、ハラスメント相談員を設定していますが、意

識調査では、約 25％がハラスメント相談員の設置を知らないと答えています。 

原因としては、制度周知が不足していることによると考えられ、ハラスメント防止の観点から、今

後、周知を徹底する必要があると考えます。 

 

 

６ 女性職員の活躍の推進に向けた方向性 

     

女性の職業生活における活躍に関する状況の把握、及び意識調査の分析から、以下の方向性を持って、

女性の職業生活における活躍を推進します。 

 

○ 女性職員が働きやすい職場環境をつくるために、育児休業や年次有給休暇等の休暇を取得しやす

い、時間外勤務の少ない、また、ハラスメントのない職場風土の醸成に努めます。 

 

○ 女性職員の活躍を促進するため、職員の適性及び能力の実証に基づく登用を行うとともに、性別に

関わらずに職務機会等を付与するなど、女性の意識の向上を図ります。 

    

○ 男性職員の家事・育児等の家庭生活への参加を促進し、仕事と家庭の両立に理解のある職場風土の

醸成に努めます。 
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７ 女性職員の活躍の推進に向けた取組内容 

  

（１） 時間外勤務の縮減 

 

  取り組み内容 

時間外勤務による長時間労働を常態化させないため、次のとおり取り組みます。 

○ 業務分担の平準化や見直しについて、状況に応じて随時実施することによって、業務の偏り

を無くします。 

○ 効率良く仕事をすることが軽視されたり、時間外勤務を行うこと自体が評価されたりするこ

とがないように、所属長を始めとする職場内の意識改革を行い、時間外勤務を縮減する職場全

体の風土を醸成します。 

○ 時差出勤やテレワークを積極的に活用するなど、時間外勤務の縮減を図るよう、職員への周

知徹底を図ります。 

 

 

（２） 年次有給休暇の取得促進 

 

★目標値 

令和７年度までに 年次有給休暇平均取得日数１２日以上へ 

 

  取り組み内容 

年休 5日以上の取得について、所属毎の進行管理を徹底することで、取得日数の底上げを図ると

ともに、取得しやすい職場全体の雰囲気の醸成を図ります。 

  

 

（３）男性職員の配偶者出産休暇及び育児参加休暇の取得促進 

 

★目標値 

令和７年度までに 配偶者出産休暇取得率 100％、育児参加休暇取得率 100％へ 

 

取り組み内容 

○ 制度利用可能な男性職員が配偶者出産休暇、育児参加休暇を取得しやすいよう、制度について、

庁内情報ネットワーク等を活用し、職員への周知を徹底します。 

○ 子の出産を予定している男性職員を把握し、人事担当課から取得勧奨することで、取得促進を

図ります。 
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（４）男性職員の育児休業取得の促進 

 

★目標値 

令和７年度までに 男性の育児休業取得率１５％以上へ 

 

取り組み内容 

○ 制度利用可能な男性職員が育児休業を取得しやすいよう、制度について、庁内情報ネットワー

ク等を活用し、職員への周知を徹底します。 

○ 子の出産を予定している男性職員を把握し、人事担当課から取得勧奨することで、取得促進を

図ります。 

 

 

（５） 管理職に占める女性職員の割合の引き上げ 

 

★目標値 

令和７年度までに 管理職に占める女性割合１７％以上へ 

  

取り組み内容 

     ○ 女性職員に多様な業務への機会を付与し、やりがいを感じる職務経験を重ねられるよう、男女

の区別のない事務分担の徹底について各所属長へ周知します。 

○ 女性職員の能力の強化と管理職に就くことへの意欲の向上を図るため、外部研修機関への積極

的な派遣や、女性職員対象のスキルアップ研修への参加者を増やすなど、女性職員の活躍を促進

します。 

 

 

（６） セクシュアル・ハラスメント等対策の整備・周知について  

 

取り組み内容 

     ○ ハラスメント相談員及びハラスメント防止要綱等について、メール及び庁内ネットワークに掲

載し、周知徹底を図り、ハラスメントのない職場風土を醸成します。 

○ 職員やハラスメント相談員を対象に、ハラスメントに関する研修を実施します。 


